
船舶事故等調査報告書 

平成２２年７月２９日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９横第２０４号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２１年８月１３日 １３時４５分ごろ 

発生場所 神奈川県横須賀市横須賀港西防波堤灯台から真方位１６３°１,５００ｍ付

近 

（概位 北緯３５°１６.５′ 東経１３９°４１.４′） 

事故等調査の経過 平成２１年８月１４日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報  

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

Ａ 遊漁船 第五義和
よしかず

丸、１４トン 

   ２３５－４３９７５神奈川、個人所有 

Ｂ 手漕ぎボート、長さ３.５５ｍ 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長、一級小型船舶操縦士 

Ｂ 操縦者、操縦免許なし 

 死傷者等 Ａ なし 

Ｂ 負傷 １人（操縦者Ｂ）  

 損傷 Ａ 船首部擦過傷  

Ｂ 転覆 

 事故等の経過 Ａ船は、船長ほか１人が乗り組み、釣り客１２人を乗せ、横須賀港平成

３号防波堤沖を南進中、Ｂ船は、操縦者Ｂが１人で乗り組み、同防波堤沖

で釣りのため錨泊中、平成２１年８月１３日１３時４５分ごろ、Ａ船の左

舷船首とＢ船の右舷後部が衝突した。 

操縦者Ｂは、Ｂ船が転覆して海中に投げ出されたが、Ａ船に救助され、

新安浦漁港に着岸後、病院に搬送され、全治３日の左側頭部血腫と診断さ

れた。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南西、風力 ３ 

海象：潮汐 干潮時 

 その他の事項  船長Ａは、入港に備えて約１０ノットに減速したが、衝突するまでＢ船

に気付かなかった。 

Ｂ船に気付かなかった理由については、明らかにすることができなかっ

た。 

 操縦者Ｂは、０７時ごろから貸しボート店から借りたＢ船に乗り、防波

堤の沖側で錨を入れて釣りを行っていた。 

あり 分析 乗組員等の関与 

不明 船体・機関等の関与 

なし 気象・海象の関与 

判明した事項の解析  Ａ船は、横須賀港平成３号防波堤沖を南進中、

見張りを行っていなかったため、錨泊していたＢ

船に気付かなかったものと考えられる。 

原因  本事故は、横須賀港平成３号防波堤沖において、Ａ船が南進中、Ｂ船が

 



 

錨泊中、Ａ船が見張りを行っていなかったため、Ｂ船に気付かずに航行

し、両船が衝突したことにより発生したものと考えられる。 

 




